
令和５年度長崎市中学生議会（報告） 

 

 長崎市教育委員会学校教育課 

 

 長崎市議会にご協力いただき、８月１６日（水）・１７日（木）の２日間、長崎市議

会議場において中学生議会を実施いたしました。７回目となる今年度の中学生議会で

は、「いじめゼロ宣言の実現に向けて全中学校で共通実践すること」、「みんなが住み続

けたい長崎市にするためにはどうすればよいか」の２つの議題について話し合いまし

た。 

 また、今年度の中学生議会は初めてクロームブックを活用して、中学生議員が提案発

表を行いました。 

 

《８月１６日（水）》 

 

○中学生議会の開会 

 ・長崎市議会議長あいさつ 

 ・議題の確認 

  ①いじめゼロ宣言の実現に向けて全中学校で共通実践すること。 

②みんなが住み続けたい長崎市にするためにはどうすればよいか。 

 ・長崎市議会のしくみについて（説明） 

 ・長崎市の人口減少の現状と対策について（説明） 

 

○委員会会議 

 ・東西南北の４つの委員会に分かれ、議題について 

提案する内容を話し合いました。 

 

 

《８月１７日（木）》 

 

○中学生議会本会議 

 ・本会議開会あいさつ（教育長） 

 ・議題について議会形式で話し合う 

・閉会あいさつ（市長） 

・閉会後記念撮影 

 

 

 



議題「いじめゼロ宣言」の実現に向けて全中学校で共通実践すること。 

 ・各委員会の提案内容をもとに話し合いを行い、すべての中学校で実践することを議

決しました。 

 

① 各学校で「ハッピースマイルウィーク」をつくり、その期間中に、長崎市立全中学

校で作った「いじめ防止や人権についての標語」や「それぞれの学校の良いところ」

の神経衰弱カードを作る。また、仲間のことを知り、交流を図る目的でスタンプラ

リーを行う。 

   

② 「笑顔の森」を作って、自分がされて嬉しかったことを葉っぱ型の用紙に記入し、

心温まる掲示物を作成する。 

  

○ アドジャンについては、すぐにでも実施できるものなので、いじめをしない雰囲気

を作るために、各学校のどこかの場面で積極的に実践してほしい。 

 

以上、この２つを長崎市立のすべての中学校で実践する。    

 

※どちらも、いじめを生まない雰囲気をつくることを 

目的とし、取組内容については、各学校の規模や現 

状に応じて変更することは可能。 

 

 

 議題 みんなが住み続けたい長崎市にするためにはどうすればよいか。 

・各委員会の提案内容をもとに話し合いを行い、次のとおり議決しました。 

 

 東部委員会 

  ○エンジョイ長崎フェスタ（略して ENフェスタ）を作り、その後花火を上げる。 

北部委員会 

  〇【長崎異進】を立ち上げる。異進というのは、他の地域にない取り組みを行い、 

長崎を盛り上げるもの。そして、EN フェスタの後に他の地域にはあまり見ら

れない、冬の花火をあげることをイベント化する。 

西部委員会 

  ○中学生の視点を生かした「いいところマップ」を作り、中学生が PR 動画を作成

する。 

南部委員会 

○中学生ができる活動を大切にするために、「掃除すぅ Day」を実施し、きれいな

長崎市にして、住み続けたい街にする。 

 



   

 

 


